
「義烏見本モール」出展プロジェクト 

■義烏市の位置 

■義烏（イーウー）市 

義烏市 

距離約３００キロ 

義烏(イーウー)市は浙江省中部に位置し、上海の西南約３００キロ、高速バスで
上海から約３時間半、杭州から約１時間半の距離にあります。義烏は２３の町村
を有し、総面積１，１０５平方キロ、戸籍人口６８万、外からの移住人口約７０
万の都市です。義烏の歴史が古く、秦の時代の贏政２５年(紀元前２２２年)では
すでに「烏傷県」が置かれ、その後の西暦６２４年に現在の「義烏(イーウー)」
の名となり、１９８８年に「義烏市」に昇格されました。 
 
義烏市は日用品の卸売市場が多く立地し、世界的な日用品取引の中心地です。 
 
交通アクセスについて、 
【高速】杭州から車で約１時間、上海から車で約３時間です。 
【バス】杭州国際空港から、義烏へ空港リムジンバスが出ています。 
【鉄道】毎日経由列車が９０便あり、北京や広州、上海などの都市と繋がってい
ます。例：中国新幹線（高速鉄道）の場合、上海虹橋駅からは２時半となります。 
 



■義烏見本モール（中国語：義烏小商品城） 

義烏見本モール（福田市場とも言われています）は義烏市にあるメインの卸売り市場で、
幕張やインテックス大阪のような常設ブースが約６万軒ある世界最大の日用雑貨卸し売
り市場で、170 万種 類以上の商品が扱われています。東京ドーム30 個分の広さがあ
り、5 回の引越し10回の増設が行われました。義烏見本モールは「義烏国際商貿城」
「篁園市場」・「賓王市場」の三つメイン施設によって構成された巨大な卸ショッピン
グモールとなっており、周辺に配置されている数多くの専門街に構成され、家電製品、
玩具、化粧品、手工芸品、衣料品、寝具、革製品、家具、文房具、ニット製品など手に
入らないものはないと言われています。２011年にはさらに国際商小商品城10000軒
のテナントが増設されてました（国際商小商品城）。 
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■義烏見本モールのフロア概要 

ほかの関連施設 

義烏国際商貿城（一区）：2002年開業、床面積34万平方メートル、店舗は1万店余。 
義烏国際商貿城（二区）：2004年開業、床面積60万平方メートル、店舗は1万店余。 
義烏国際商貿城（三区）：床面積46万平方メートル。 
義烏国際商貿城（四区）：2008年開業、床面積108万平方メートル、店舗は2万店弱。 
義烏国際商貿城（五区）：床面積64万平方メートル、店舗は7000店余。 
 
篁園服装市場（六区）：2011年開業、床面積42万平方メートル、ファッションアパレル
専門。 
 
賓王市場：床面積32万平方メートル、加工食料品他を扱う。 
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■出展ブースデザイン（既存例） 


